


【エネテクドリーム２１】（その１９）
提言：２０５０年夢の『脱炭素エネルギー社会』の実現へ　　　（目次）
　　　　　　　　　　　　　　２０１９年（Ｒ１）８月３０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　与志耶劫紀
はじめに
第１章　国の『夢のエネルギー政策』の転換―「原子力」から遂に「脱炭素化エネルギー社会」に
　§１．政治主導の「夢のエネルギー・原子力発電」の商業化と「原子力委員会」
　　　による「原子力研究開発利用長期計画」の策定
　§２．２０１１年（平成２３年）３月１１日「福島第一原子力発電所事故」の発生による「軽水炉原子力発電技術体系の破綻と崩壊」
　§３．「見放された軽水炉原子力発電の立枯れ」と『原発廃炉神社』による軽水炉原子力発電技術の鎮魂
　§４．１９９０年（平成２年）７月：『サンシャイン計画』の抜本的改訂による「新エネルギー技術開発計画」と「分散型電源の電力系統連系問題」、並びに「ソーラー都市」の概念提示
　§５．地球温暖化防止対策としての「ＣＯＰ３」における『京都議定書』（１９９７年１２月）の採択と、「地球温暖化対策の推進に関する法律」の制定
　§６．「第４次エネルギー基本計画」（２０１４年４月：閣議決定）における「将来の水素社会」の提示と『水素基本戦略』の策定（２０１７年１２月）
　§７．「ＣＯＰ２１」における『パリ協定』（２０１５年１２月１２日）の採択と、これに伴う『地球温暖化対策計画』（２０１６年（平成２８年）５月１３日）の閣議決定
　§８．「第５次エネルギー基本計画」（２０１８年（平成３０年）７月：閣議決定）と「２０３０年エネルギーミックス」の実現及び「２０５０年に向けたエネルギー転換への挑戦」
　§９．「長期エネルギー需給見通し（「２０３０年エネルギーミックス」）」の策定と改定
第２章　「再生可能エネルギー電力（再エネ電力）」の普及と「固定価格買取制度（ＦＩＴ制度）」の創設
　§１．「廃棄物発電・地熱発電等の自家用発電設備」からの余剰電力の、電力会社による「自家発余剰電力買取制度時代」
　§２．「分散型電源の『パワーコンディショナー設置』による交流出力」と「電力系統連系」による「逆潮流」の実現
　§３．「再エネ電力固定価格買取制度創設」（２０１2年（平成２４年）７月）以前の「再生可能エネルギー電力買取」の実状
　§４．「電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法」
　　　　（平成２３年８月３０日法律第１０８号）の制定と、「再エネ電力・固定価格買取制度」の創設
　§５．「再エネ電力・固定価格買取制度」の意義と「堅持されるべき３つ基幹的骨格」
　§６．堅持されるべき『再エネ電力・固定価格買取制度（ＦＩＴ制度）』の基幹的骨格その１－「自然エネルギー資源の偏在の是正」
　　　　（１）「地熱エネルギー」の資源的偏在について
　　　　（２）「風力エネルギー」の資源的偏在について
　　　　（３）「太陽エネルギー」の資源的偏在について
　　　　（４）「水力エネルギー」の資源的偏在について
　　　　（５）自然エネルギーの資源的偏在を是正する「再生可能エネルギー電力買取」の制度的手法
　§７．堅持されるべき『再エネ電力・固定価格買取制度（ＦＩＴ制度）』の基幹的骨格その２－「相対的に割高であっても再生可能エネルギー電力を選択する『地球環境義勇軍的選択肢』の堅持」
　§８．堅持されるべき『再エネ電力・固定価格買取制度（ＦＩＴ制度）』の基幹的骨格その３－「国民の公平な負担を担保する賦課金制度」

第３章　「２０５０年に向けたエネルギー転換への挑戦」のイメージ
　　　　－「温室効果ガス８０％排出削減」＆「再生可能エネルギー電力と水素エネルギー社会」の提示
　§１．「第５次エネルギー基本計画」で示された「２０３０年エネルギーミックス実現に向けた政策対応」における「水素社会に向けた取組の抜本強化」
　§２．『パリ協定』と「２０５０年に向けたエネルギー転換への挑戦」
　§３．「大型エネルギー技術の研究開発・実用化の懐胎期間（リードタイム）は３０年～４０年」である
　§４．「第５次エネルギー基本計画」（２０１８年７月）における「２０５０年に向けたエネルギー転換への挑戦」で欠けている「骨太の施策」

第４章　「水素エネルギー」の特性と「水素エネルギーの民生利用」の課題
　§１．「水素」は、「ＣＯ２を排出しないクリーンエネルギー」である
　§２．「水素」は、既に十分「化学工業」で実用されている
　§３．「水素エネルギー」の特性と「民生利用」の課題
　§４．「化石燃料」に由来しない「水素エネルギーのソース」

第５章　「水素エネルギー」と「再生可能エネルギー電力」の輸送に関する定性的考察
　§１．「水素エネルギーの輸送」の特徴
　§２．「電気エネルギーの輸送」の特徴

第６章　「大型電力貯蔵設備」の技術開発状況と求められる機能
　§１．「大型電力貯蔵設備」に求められる機能と安全性
　§２．「電力貯蔵技術」の方式
　§３．国による「大型蓄電（電力貯蔵）システム」の開発実証状況
　§４．「超電導電力貯蔵システム（ＳＭＥＳ）」の開発状況
　§５．「他の化学媒体」による「水素貯蔵」

第７章　ＣＯ２排出中立の「廃棄物発電（バイオマス・エネルギー）」
の徹底普及と「エネルギー集積・増幅技術（ヒートポンプ）」
の活用
　§１．都市における「一般廃棄物の約３割～４割」は埋立処分されているが、「廃棄物発電」はリサイクル型エネルギーとして「宝の山」である
　§２．「廃棄物焼却炉」からの「冷却回収蒸気」が「大気（空）に向かって放
出される理由」について
　§３．「廃棄物発電」の発生電力の「売電用高圧送電線」の建設費負担の問題
　§４．ＣＯ２排出中立の「廃棄物発電」の徹底普及と国の助成制度の在り方
　§５．「成績係数３～４以上のヒートポンプ」は「エネルギー集積・増幅技術」である

第８章　夢の『脱炭素化エネルギーシステム社会』：『２０５０年再生可能エネルギー電力と水素エネルギー社会』は実現するか
　§１．不可欠の「再生可能エネルギー電力送電用電力系統ネットワーク」の整備
　§２．不可欠の「大型電力貯蔵設備」の実用化と広域的配置
　§３．「水素エネルギー社会」の実現のためのインフラ整備
　§４．「水素エネルギー・ソースの確保」と「他の化学媒体への変換による水素の安全・安定貯蔵」

第９章　「２０５０年までに８０％の温室効果ガス排出削減」した『脱炭素化エネルギーシステム社会』に求められる「エネルギー需給システム」の変革：「省エネ・節エネ・創エネ」を基本とする「共同体全員参加型エネルギー確保社会」への転換
　§１．「２０５０年までに８０％の温室効果ガス排出削減」の目標達成に求められる『エネルギー需給システム』に関する変革
　§２．【２０５０年への挑戦―２１世紀の技術とエネルギービジョン報告書】（平成５年６月（財）エネルギー総合工学研究所）が、既に２６年前に
　　　　「資源エネルルギー庁の指示と要望」を受けて策定されていた！
　§３．「２０５０年社会のエネルギー需給システム」に影響を与える要因
　§４．「２０５０年の社会に求められるライフスタイルと思考方式の転換」
　§５．「２０５０年までに８０％の温室効果ガス排出削減」を可能とする「省エネ・節エネ・創エネ」を基本とする「共同体全員参加型のエネルギー確保社会」

第１０章　「２０５０年までに８０％の温室効果ガス排出削減」した『脱炭素化エネルギーシステム社会』の実現のために「実施されるべき重要補完施策」の提言
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